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─ ホーンダミール『伝記の伴侶』より、テムル ･ ハーン以降のウルグ ･ ユルトの条 ─







　　niẓām al-dīn-i šāmī, ẓafar nāma.
　②シャラフッディーン･アリー･ヤズディー
　　『勝利の書（ザファル＝ナーマ）』

















アの『大ジンギスカン史』 Pétis de la Croix, Histoire 
du Grand Genghiscan, Paris, 1710, 1710, pp.515-516 
が利用されている２）。
　また、宮脇淳子 1983 には、本田実信 1958 と岡田
英弘 1966 の研究成果をも反映させた、前期北元史
の概括があり、有益である。
















bn Homām al-Dīn al-Ḥoseinī, Tārīx-e Ḥabīb al-siyar fī 
axbār afrād al-bašar. vol.Ⅲ. Jalāl al-Dīn-e Homā'ī / 
Moḥammad Dabīr-e Siyāqī （ed.）, Tehrān, 1333 / 1954）
が使用されていた。サクストンの英訳（Khwandamir, 
Habibu's-siyar. Tome Three. Part One. Genghis Khan
─A m i r  Te m ü r.  Tr a n s l a t e d  a n d  E d i t e d  b y 
W.M.Thackston. Published at The Department of 




て 写 本 調 査 を 行った 際、 ス レ イ マ ニ エ 図 書 館
（Süleymaniye kütüphanesi）で、『伝記の伴侶』の良




















元 の ハーン た ち の 条 を、 ス レ イ マ ニ エ 図 書 館
（Süleymaniye kütüphanesi）所蔵の Damad İbrahim 
Paşa 901 ［DIP910］ 写本（ff.592b-593a）を底本にし









（dikr-i asāmī-yi sāyir-i pādišāhānī ki ba‘d az fawt-i 
tīmūr qāān dar uluγ yūrt bar masnad-i xānī nišasta 
and ５））
　カラ＝コルム qarā qurum とケルレン kalūrān の
ハンたち７）の本紀（dāstān-i xānān-i qarā qurum wa 
kalūrān）の序章（muqaddama）に書き記された
（marqūm-i kilk-i bayān gašt）ように、ミールザー･







に す る（qalam-i šikasta zabān ba-mujarrad ta‘dād-i 
asāmī-yi īšān ixtiṣār namūda dar silk-i taḥrīr mī 
kišad）。すなわち、
　第六のハーン qāān は、チンキムの子タルマ＝バ
ラの子ハイシャンの子ホシライ qūšīlāy bn xayšank 
bn tarma balā' bn jīmkīm である。すなわち、［彼は］
テムル･ハーン tīmūr qāān の継承者（qāyim maqām）
であった10）。
　第七11）　ホシライの子トクタイ tūqtāy bn qūšīlāy。







彼の政権の時代に現れた（futūr dar manṣab-i qāānī 
dar zamān-i dawlat-i ū rūī namūd）。
　第十15）　テムル･ハーンの子トク＝テムル･ハーン 
tūq-timūr bn tīmūr qāān16）。
　第十一17）　イェスル･ダーラー yīsūr dārā18）。
　第十二19）　イェスル･ダーラーの子エンケ īnka





ン īlčī 26） tīmūr qāān。すなわち、［彼は］、サーヒブ
＝キラーン（両星の合の所有者）陛下（ḥaḍrat-i 
ṣāḥib qirān）アミール･テムル･クレゲン amīr tīmūr 
gūrkān【チムール】のもとに到り、かの陛下【チムー
ル】の死後、ウルグ･ユルト uluγ yūrt（大帳）に行っ
て、ハーン位の王座に座した（bar masnad-i qāānī 
nišasta）。
　第十七　ダルタイ（*デルベク／*ダルバク） dāltāy27）。
すなわち、［彼は］、*アリク＝ブゲ ARTQ28） būkā の子
孫（nasl）出身であった。
　第十八29）　メリク＝テムルの子31）オラダイ（*オ
イラダイ） ūradāy30） bn malik tīmūr。
　第十九32）　オロク＝テムルの子アダイ adāy bn 
uruk-timūr【örüg-temür】33）。
　これら二子息34）とも、アリク＝ブゲ arīq35） būkā 
の 後 裔 の 範 疇 の な か に 秩 序 を 持った（dar silk-i 




　アミール･テムル･クレゲン amīr37） tīmūr kūrkān
【チムール】の宮廷（āstān）に到り、かの陛下【チ
ムール】の死後、カラ＝コルム qarā qurum に行って、





を手に入れていた（ān mamlakat rā ba-dast āwarda 
būd38））ので、カルマク qalmāq とカラ＝コルム 
qarā qurum から成っている本来のユルト（yūrt-i 
aṣlī）を除いて（γayr az39））、ひとつの場所［も］タ
イズィ tāyzī の占有（taṣarruf）に入らなかった。
　そして、短期間後に（ba‘d az andak zamānī 40））に、








夙に宮脇淳子 1981, p.60 において指摘されている
とおりである。なお、私は、「オイラト」または「オ
イラド」という表記を用いている。
２）岡田英弘 1966, p.36, n.（6） に、「なほ本田実信氏
が同じ問題を論ぜられたことがあるらしいが今見
るを得ないのを遺憾とする」とあるが、この部分



























Paşa 901 と Reisülküttab 638 のCD整理番号は、そ



























16）「tūq-timūr bn tīmūr qāān」。「トクズ＝テムル･
ハーン tūqūz tīmūr qāān」とあるべきもの。THS/
RK638 : tūq-timūr qāān.
17）「第十一」。THS/DIP901 では空いている。
18）「yīsūr dārā」。THS/RK638 に従う。原形は「イェ
スデル yīsūdār （yesüder）」。THS/DIP901 : bīsūr dārā.　
このイェスデルがフビライの弟アリク＝ブゲの後
裔であることは、甲種本『華夷訳語』所収「捏怯
































33）「adāy bn uruk-timūr」。THS/DIP901 に従う。THS/
RK638 : ūdāy （AWDAY） bn uruk-timūr.
34）「二子息」。THS/DIP901 の「du pisar」に従う。





38）「āwarda būd」。THS/DIP901 に 従 う。THS/
RK638 : āwarda būd wa.
39）「γayr az」。THS/DIP901 に従う。THS/RK638 : 
γayr-i.









學 報（ 哲 學 社 會 科 學 版 ）』 一 九 八 七 年 第 三 期, 
1987.7.
　HONDA Minobu, "On the genealogy of the early 
Northern Yuan". Ural-Altaische Jahrbücher, XXX-314, 
1958. 本田実信『モンゴル時代史研究』（東京大学出























報』第四十八巻第三号, 1965.12, pp.1-26. 岡田英弘 
2010, pp.202-247, 502-506 に、「ダヤン・ハガンの年
代」（下）と併せ、「ダヤン・ハーンの年代」と改題
して再録。
　岡田英弘『モンゴル帝国から大清帝国へ』藤原書
店, 2010.11.
　吉田順一「ロプサン・ダンジンの『アルタン・ト
プチ』と著者不明『アルタン・トプチ』」『史観』第
八十九冊, 1974.3, pp.60-76.
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